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   A 58-year-old man was admitted with a swelling in the frontal region. Computerized tomography 
scan, magnetic resonance imaging and angiography revealed a tumor in the right frontal sinus. The 
surgically extirpated specimen showed  clear cell carcinoma which was suspected to be a metastasis 
from renal cell carcinoma. Subsequent urologic examination disclosed the right renal tumor. Since 
there were no other systemic metastases, right nephrectomy was performed. Pathologically, the 
renal tumor was clear cell subtype renal cell carcinoma and had the same histology as the frontal sinus 
tumor. 
                                               (ActaUrol. Jpn.  44: 89-92, 1998) 
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緒 言
腎細胞癌は泌尿器科領域では比較的一般的な悪性疾


















ため腹部CTを 行ったところ,右 腎腫瘍を指摘 され
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Fig. 1. Head enhanced  C1'scan revealed a 
       mass in the right frontal sinus.
た。 当院耳鼻咽喉科 よ り当科紹介 とな り,1996年ll月
入院 となった.
入院時現症:身 長163cm,体重45kg,血圧140/
72mmHg,脈拍72整,体 温36.7℃,腹部 に明 らかな
腫瘤 を触れず,表 在 リンパ節 も触知 しなか った.
入 院時検査成績:血 液一般 お よび血液生化学所見い
ず れ も異 常 な く,CEAお よびCAI9-9などの腫 瘍
マーカー もすべ て正常範囲内であった.検 尿にて も血
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尿お よび膿尿 を認めなか った.
画像診断で は,排 泄性尿路造影 にて,右 腎孟の下方
か らの圧排像があ り,耳 鼻咽喉科での超音波断層 法で
は右腎下極 に径約3cmの 充実性腫瘤,造 影CTで 一
部濃染す るlowdensityな腫瘤 を認めた(Fig.2).選






















像 を認め た.ま た胸部X線 撮影 にて肺転移所 見な く,
他の部位への明 らかな転移 も認めなか った.以 上 より
右腎細胞癌,術 前stageT2,NO,Mlの診断 の もと
に1996年H月,全身麻酔下 に腹部正中切 開にて右腎摘
除術 を行 った。
摘 出標本:重 量 は230gで,腫 瘍 は腎下方内側 に存
在 し,そ の大 きさは33×30×28mm,内 部 は黄色調
で比較的均一 な組織であ った.
病理組織学的所見:淡 明な細胞質 に小型の核 を持つ
胞巣状 に発育 した組織 であった,こ の像は前頭洞 か ら




術 後経 過:術 後12日目よ りIFNα一2b300万単位 を












里見 ら2)が転移性腎癌62例を集計 しているが,そ のな
かで5例の転移を認めており,これは頻度としては脳
転移と同程度であるとしている.しか し鼻 一副鼻腔に
かぎっていうとわずか1例 にす ぎず,転移の割合 も
1%に満たないものである.
本疾患の本邦報告例はわれわれの検索 しえたかぎり








llとやや多 く,易出血性の鼻 副鼻腔腫瘍 をみた場

























































































































































































































































































































予後につ いてみてみると長期生存率 は明 らかでない
が,野 口ら5)は,転移巣 の手術 で完全 摘 出が可能 で
あった症例の生存率 は非手術症例 よ り有意 に高い とし
てい る.腎 細胞癌の化学お よび免疫療法の治療効果 を
考 えると,転 移のある腎細胞癌 に対 しては完全摘出が
可能 なら積極的な手術治療が必要 と思われる.し か し
複数の転移が あった り,performancestatusの悪い例
では外科的治療 は不可能であ り,や は りIFN療 法が
主流 になる.だ がIFN単 独での腎細胞癌転移症例 に
対 す る有効性 は けっ して高 い とはいえず,そ のため
IFN一α,γ の併 用 療 法,IFN一α に イ ン ター ロ イキ
ンー2を用 いた併 用免疫療 法,シ メチ ジンの併用 療法
などが試 みられてはいるが,い まだ十分な治療効果 を
あげていないのが現状で ある.
前述 したように,鼻 副鼻腔転移 をおこす腎細胞癌
は稀 であ り,転 移 巣か ら発 見 され た もの はなお少 な
い.し か し脳転移 と比べ て極端に頻度が少 な くはない
との報告 もあ り2),他の部位の転移 と同様,腎 細胞癌
の経過 を追 ううえで十分 に注意 を要す る と思われる.
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